
〔周南市福祉部保育幼稚園課調製〕

基本方針

 プラン➊ 「福川保育園・若山保育園」の民営化

福川保育園

①福川保育園、若山保育園をそれぞれ民営化

②福川地区に認可保育所を整備する民間事業

（H21：耐震一次診断）   者による運営

（正規職員8人/非正規職員17人） ③福川保育園：定員110人程度

 うち通常保育に従事する保育士 　　　　　　　平成29年度以降開設予定
（正規職員6人/非正規職員6人） ④若山保育園：定員90人

若山保育園 　　　　　　　平成29年度開設予定

（H22：耐震一次診断）

（正規職員6人/非正規職員15人）

 うち通常保育に従事する保育士
（正規職員5人/非正規職員5人）

若山保育園

 プラン➋ 「第一保育園・飯島保育園」の統合・民営化

第一保育園

①第一保育園、飯島保育園の統合・民営化

②今宿地区に認可保育所を整備する民間事業

（H22：耐震一次診断）   者による運営

（正規職員5人/非正規職員13人） ③定員120人規模、平成29年度開設予定

 うち通常保育に従事する保育士
（正規職員4人/非正規職員4人）

飯島保育園

（H22：耐震一次診断）

（正規職員4人/非正規職員12人）

 うち通常保育に従事する保育士
（正規職員3人/非正規職員4人）

第一保育園

飯島保育園

■周南市公立保育所の再編整備について■周南市公立保育所の再編整備について■周南市公立保育所の再編整備について■周南市公立保育所の再編整備について（改訂）（改訂）（改訂）（改訂）

　平成２２年４月に策定した「周南市就学前児童通園施設の今後の在り方」では、「基本的な考え
方」のなかで、「『都市地域』においては民間活力を活用した施設運営へシフトし、公立施設につい
ては『中山間地域』など、民間事業者の参入が困難な地域をカバーしていくという視点で、公立施設
と私立施設の役割の明確化を図っていく」としています。
　また、就労形態の多様化や女性の社会進出等に伴い、拡大・多様化する保育ニーズへ的確な対応が
必要である一方、厳しい財政状況のなか保育施設の老朽化への対応も避けて通れない課題であること
から、本市は平成２６年度から平成３０年度までの５ヵ年を公立保育所再編整備第一次計画として、
取り組みを進めてまいります。
　第一次計画では、老朽化等により建物の安全性が懸念される施設や近隣に代替地の確保が見込める
施設を優先的に再編の対象とし、民間活力を導入した整備を進めるため、以下の３つのプランから取
り組んでいきます。
　なお、本計画は新たな民間事業者の参入など状況の変化等を踏まえ、必要に応じて変更することと
し、計画終了後、評価・検証の上、正規職員保育士の採用等を考慮しながら第二次計画を策定してい
きます。

現　　状　（H25.5.1時点） 再　編　整　備　方　針

定員 120人 児童数 97人 充足率 80.8%

建設年 S49 建物面積 622.0㎡ 敷地面積 2420㎡

耐震性 低い

職員数

25人

定員 70人 児童数 82人 充足率 117.1%

建設年 S53 建物面積 487.0㎡ 敷地面積 2186㎡

耐震性 有り

職員数

21人

年次計画 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

福川保育園 準備説明
引継期間、民間による施設整備

平成29年度以降開設

準備説明
引継期間、民間
による施設整備

開設 ⇒

現　　状　（H25.5.1時点） 再　編　整　備　方　針

定員 60人 児童数 72人 充足率 120.0%

建設年 S43 建物面積 465.2㎡ 敷地面積 1107㎡

耐震性 低い

職員数

18人

定員 45人 児童数 19人 充足率 42.2%

建設年 S46 建物面積 438.6㎡ 敷地面積 454㎡

耐震性 低い

職員数

16人

年次計画 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

― 準備説明
引継期間、民間に
よる施設整備

開設 ⇒



〔周南市福祉部保育幼稚園課調製〕

 プラン➌ 「周央保育園」の移転・民営化

周央保育園

①公立幼稚園跡地の有効活用

②代替地で民間事業者による運営・施設整備

（H23：耐震一次診断） ③定員120人規模、平成29年度以降開設

（正規職員8人/非正規職員19人）

 うち通常保育に従事する保育士
（正規職員6人/非正規職員7人）

 他の「都市地域」公立保育所（７施設）の再編整備

尚白保育園（70人）

第二保育園（180人）

櫛浜保育園（120人）

大内保育園（120人）

城ヶ丘保育園（100人）

川崎保育園（60人）

富田南保育園（60人）

民営化により期待される効果

「中山間地域」等に所在する公立保育所（６施設）への対応

現　　状　（H25.5.1時点） 再　編　整　備　方　針

定員 120人 児童数 121人 充足率 100.8%

建設年 S47 建物面積 697.0㎡ 敷地面積 2084㎡

耐震性 有り

職員数

27人

年次計画 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

周央保育園 ― ―
準備説明、民間公募、引継期間、
民間による施設整備 平成29年度以降開設

(1)保護者や地域から求められる保育保育保育保育ニーズにニーズにニーズにニーズに迅速迅速迅速迅速かつかつかつかつ柔軟柔軟柔軟柔軟にににに対応対応対応対応できできできでき、、、、独自独自独自独自のサービスのサービスのサービスのサービス展開展開展開展開が期待さ
れます。（一律を基本とする公立保育所では、調整や周知期間等が必要なため対応が遅くなる場合
が多い。）

対象保育所（定員） 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

民営化の対象となる公立保育所の正規職員保育士は、移管後には存続となる他の公立保育所への配
置となり、公立保育所公立保育所公立保育所公立保育所でのでのでのでの通常保育通常保育通常保育通常保育（（（（延長保育延長保育延長保育延長保育、、、、障害児保育等障害児保育等障害児保育等障害児保育等のののの特別保育事業特別保育事業特別保育事業特別保育事業はははは除除除除くくくく。）。）。）。）におけるにおけるにおけるにおける
正規職員比率正規職員比率正規職員比率正規職員比率のののの向上向上向上向上が図れます。また、移管先となる民間保育所民間保育所民間保育所民間保育所ではではではでは、、、、新新新新たなたなたなたな雇用機会雇用機会雇用機会雇用機会のののの創出創出創出創出が期
待されます。

「福川・若山」や「第
一・飯島」、「周央」
の第一次計画の進
捗状況を考慮しな
がら、柔軟に対応

⇒ ⇒ ⇒ 進捗状況に応じて
第二次計画へ移行

　「中山間地域」等に所在する公立保育所６施設（須々万・中須・菊川・三丘・勝間・鹿野保育園）
については、民間事業者の参入が困難と考えられるため、当面は市の直営により保育所運営をしてい
きます。

(2)社会福祉法人等の法人格を有する民間保育所民間保育所民間保育所民間保育所はははは、、、、施設整備施設整備施設整備施設整備（（（（新設新設新設新設もももも含含含含むむむむ。）。）。）。）でのでのでのでの国国国国のののの補助制度補助制度補助制度補助制度がががが活活活活
用用用用できます。（公立保育所の施設整備費は、以前は国の負担がありましたが、平成18年度以降は一
般財源化されています。）

(3)市市市市のののの保育所運営経費保育所運営経費保育所運営経費保育所運営経費のののの負担負担負担負担がががが軽減軽減軽減軽減され、これにより生み出された財源はさらなる民営化の促進に有
効活用できます。そのなかで、施設の老朽化という課題も解決していくこともできます。

(4)


